




今金町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

令和３年度と比較し、利用者数が減少したことから、前年度申請と同等
以上の利用実績を目標とする。
予約バス「ルンるん号」全体の利用者数 3,750 人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標
令和４年６月13日 令和４年度第１回協議会を開催
（書面会議）
・本計画の承認

令和４年７月13日 令和４年度第２回協議会を開催
・役員の選出、収支決算及び収支予算案の承認 等

令和４年11月11日 令和４年度第３回協議会を開催
・地域公共交通計画（素案）提示、事業評価の承認

令和４年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

今金町は人口の約2割が75歳以上の高齢者であり、その割合は更に
増加することが予想されるため、現在の自家用車中心の地域交通のま
までは今後日常生活において不便が生じる世帯が増加することが懸念
される。

このため、町内の交通不便地域の解消を図ることを目的として、地域
間幹線系統（函館バス瀬棚線）に接続する地域内フィーダー系統のデマ
ンドバスを運行し、地域の生活交通ネットワークの構築を進めるところで
ある。

予約バス「ルンるん号」【八束・白石地区】【金原・豊田地区】【日進地区（補助対象外）】【田代・稲穂地区】
・運行形態：デマンド型フィーダー路線
・運行事業者：有限会社東ハイヤー
・運行日：平日、土曜日（日曜日・祝日は運休）
・運賃：1回（片道）200円

地域公共交通の現況

・函館バス株式会社（町内1路線）
～国鉄廃止に伴う代替幹線バス路線

・スクールバス
・患者輸送バス



令和４年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・フィーダー路線のエリア選択は、平成25年度実施の今金町地域交通サービス導入調査及び地理的事情に勘案し決定。
・前年度に実証調査運行を行い、最終的なダイヤを決定。
・地域住民説明会の開催、町広報紙による周知、運行地区全世帯への時刻表の配布、患者輸送バスに同乗し制度切り替え

の説明等により、住民周知を行った。
・平成30年4月より、複数名又は団体による一括予約やファックスでの予約を可能とし、より利用しやすい受付体制を整えた。
・令和元年7月より、これまで下車のみであった市街地エリアでも乗車を可能とし、継続して運行を実施した。

２

２）運行系統

八束・白石地区 金原・豊田地区 日進地区 田代・稲穂地区



３

３）利用実績 ４）収入実績



６）目標・効果達成状況

金原・豊田地区及び日進地区については昨年度と比較して
利用者が増加しているが、全体では約10％減となっており、
新型コロナウイルス感染症の影響及び日常的に乗車してい
た利用者の対象地区外への転居や人口減少の要因もあり、
目標を下回った。

目標：3,750人/年
実績：3,370人/年（89.9％）

４

７）事業の今後の改善点

・利用者への聞き取り等によりニーズを適切に把握し、ダイ
ヤ設定の見直しなどを検討する。
・広報紙面やチラシの配布等継続した情報発信を行い、利
用促進を図る。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・一部の系統では利用者が増加しているものの、全体では減

少したことで目標を達成することができなかったため、作成
中の地域公共交通計画において、利用者ニーズにあった交
通体系の検討や利用促進施策の構築を期待する。

・持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率といった
事業効率の改善につながる目標を設定することもご検討い
ただきたい。

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）





今金町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題（一部抜粋）
・高齢化の進行も踏まえた市街地の移動水準の維持・確保
・既存公共交通（路線バス、デマンド等）維持・確保
・デマンド交通の路線統合・エリア拡大の可能性検討
・道道936号線運行区間における代替交通の必要性検討
・町内を運行する公共交通に係る周知の徹底
・町民の生活圏を踏まえた、町内交通と幹線交通との接続性の確保

○調査の主な内容
・地域公共交通計画（案）の作成
・関係者ヒアリング・町民意見交換会

○地域公共交通の現況
・函館バス㈱（せたな線(721系統、743系統)、快速瀬棚号(710系統)）
・今金町（まちなかルンるん号、ルンるん号(八束・白石方面、金原・豊田
方面、日進方面、田代・稲穂方面)、スクールバス、患者輸送バス）

・東ハイヤー
・その他（通学定期券運賃補助事業、福祉有償運送実施事業）

今金町

今金町は日本を代表する清流である後志利別川と緑豊かな平野と丘陵が広がり、総面積は568.25㎢で、人口4,804人（令和4年10月末現在）であり、
昭和55年時点と比較し、約半数まで減少している一方で、高齢化は進行を続け、令和2年時点で41%と町民の約2人に1人は高齢者という状況である。
本町内を運行する公共交通は、函館バス（株）により2路線3系統が運行しており、また本町独自の取組としてデマンド運行型のルンるん号をまちな

かと郊外部4方面に運行させている。
一方、これら公共交通について、人口減少や少子高齢化の進行など社会情勢が変化する中で、地域公共交通への町民ニーズが変化しており、これら

変化に対応するとともに、昨今の交通事業者の運転手不足等の諸問題への対応も含めた公共交通網の見直し方針を示すことが求められている。

概 要

令和３年３月３０日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
令和４年６月１３日 第１回協議会を開催（書面会議）
（地域内フィーダー系統確保維持計画の承認）
令和４年７月１３日 第２回協議会を開催
（役員の選出、収支決算及び収支予算案の承認 等）
令和４年１１月１１日 第３回協議会を開催
（地域公共交通計画（素案）提示、事業評価の承認）

公共交通の概要



今金町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

１．地域公共交通計画（案）の作成
・令和３年度に検討した結果に加え、後段で整理する「２，関係者ヒアリング・町民
意見交換会」の結果から、本町内を運行する各種公共交通の役割を整理するとともに、
計画期間５か年の間で具体的に進める事業について整理を実施

・これにより、計画策定予定年（令和４年度中）の次年度から円滑な事業実施に向け
た土台を構築

図１ 本町における公共交通の役割 図２ 地域公共交通計画で位置づける事業（一例）



平成○○年○月○○日設置
今金町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

２．関係者ヒアリング・町民意見交換会
・町内公共交通の運行事業者である「函館バス株式会社」及び「有限会社東ハイヤー」
を対象に、ルンるん号のエリア拡大や道道936号線における自由乗降区間の廃止・代替
交通の導入に関する利害について、ヒアリング調査を実施

・ヒアリング調査結果から、本町における地域公共交通計画の事業１「現ルンるん号の
利用実態を踏まえたエリア統合」、事業２「ルンるん号の未運行地域への運行エリア
の拡大」、事業３「瀬棚線（721系統）における道道936号線運行区間の短絡化」、事
業４「道道936号線沿線におけるタクシー助成制度の新設」の内容を整理

・特に事業４「道道936号線沿線におけるタクシー助成制度の新設」については、令和
２年の地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正により、新たに定めら
れた制度であり、北海道運輸局もヒアリング対象とし、事業実施に係る可否について
ヒアリングを実施

・タクシー運賃の低廉化措置については、全国事例も参考にしつつ、柔軟に対応するこ
と予定

・計画内容について、今後町民からの意見を聴取予定

図４ 地域公共交通計画で位置づける事業
（事業４ タクシー助成制度の新設）

図３ ヒアリング資料一部抜粋



今金町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針



今金町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。
・引き続き事業の完了に向けて取り組んでいただきたい。

・昨年も調査事業を活用されていることもあり、様々な意見や課題について検討を重ねてこられたと思われるため、課題等を反映した地域公共交通計
画をぜひ策定いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

ふれあい今金「まちづくり」を実現する安心して生活できる公共交通網の構築将来像

基本目標１

持続可能な“ドア・
トゥ・ドア”で快適な生
活移動を確保

基本目標２ 基本目標３ 基本目標５

生活移動の幅を広げる
“公共交通”で安全な生
活移動を確保

地域内資源である“ハイ
ヤーの活用”で利便性の
高い生活移動を確保

基本目標４

生活圏を考慮した“地域
間幹線系統の見直し”で
将来にわたって広域圏の
生活移動を確保

公共交通をより身近に感
じられる“利用促進策の
展開”で公共交通を便利
と感じる意識を醸成

事業実施は適切に実施したと評価しており、特に計画策定時から事業者と協議を行ってきたことで、来年度以降の事業の動き出しが円滑になるこ
とが予想される。

事業内容

①現ルンるん号の利用実
態を踏まえたエリア統
合

事業内容

②ルンるん号未運行地域
への運行エリアの拡大

事業内容

③瀬棚線（721系統）に
おける道道936号線運
行区間の短絡化

④道道936号線沿線にお
けるタクシー助成制度
の新設

事業内容

⑤地域間幹線系統のサー
ビス改善及び合理化の
交通事業者への提案

事業内容

⑥利用促進キャンペーン
の実施

⑦予約システムやバスロ
ケの導入検討

⑧運賃助成の取組の実施

数値目標

現ルンるん号の運行路線
数及び運転者数・車両台
数

事業内容

再編後ルンるん号の利用
者数及び収支率、カバー
圏割合

事業内容

瀬棚線（721系統）の利
用者数及びタクシー助成
制度利用者数

事業内容

函館バス路線利用者数及
び「今金」バス停での乗
降者数

事業内容

情報発信イベント等の開
催数及び見える化サービ
ス導入件数


